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立
ち
上
が
ろ
う

　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

ヒ
メ
ノ
モ
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概
算
価
格
決
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２
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ピ
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交
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…
…
…
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３
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盆
踊
り
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…
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…
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…
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４
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全
国
高
校
登
山
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…
…
…

４
面

お
元
気
で
す
か
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…
…
…
…

５
面

お
知
ら
せ…

…
…
…
…
…
…
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６
面

社
協
だ
よ
り…

…
…
…
…
…
…

７
面

学
校
だ
よ
り…

…
…
…
…
…
…

８
面

＝
主
な
記
事
＝

岡
山
県
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が

開
催
さ
れ
る
の
は
昭
和
52
年
度

以
来
39
年
ぶ
り

（
関
連
記
事
４
面
）



　８
月
23
日
（
火
）
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
て
交
通
安
全
法
令
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
真
庭
警
察

署
の
田
村
交
通
課
長
を
講
師
に
迎

え
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
の
の
ち
に
、
真

庭
地
域
に
お
け
る
交
通
事
故
の
特

徴
や
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
な
ど

に
つ
い
て
の
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　交
通
事
故
は
一
人
ひ
と
り
の
意

識
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夜

間
に
外
出
さ
れ
る
時
は
、
反
射
タ

ス
キ
な
ど
を
着
用
し
、
目
立
つ
服

装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　法
花
）
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夏
蝶
や
木
々
の
深
み
に
宿
を
借
る

大

月

幸

子

交
通
安
全
法
令

　
　
　
　講
習
会
開
催

　８
月
10
日
（
水
）
、
新
庄
村
肉

用
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

新
庄
村
・
蒜
山
地
区
合
同
の
畜
産

共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
村
か
ら
は
、
和
牛
15
頭
の
出

品
が
あ
り
、
和
牛
の
体
格
や
姿
勢

の
良
さ
な
ど
を
審
査
し
、
成
長
ぶ

り
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　審
査
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

○
第
１
部
（
去
勢
及
び
雄
牛
）

　優
等
首
席

　
　新
勝
久
４
号

　
　
　
　
　
　
　竹
本
康
紀
さ
ん

○
第
２
部
（
雌
牛
）

　優
等
首
席

　
　第
５
し
ん
は
な
や

　
　
　
　
　
　
　坂
本
徳
次
さ
ん

○
第
３
部
（
雌
成
牛
）

　優
等
首
席

　
　し
ん
さ
く
ら
７
号

　
　
　
　
　
　
　竹
本
康
紀
さ
ん

　ま
た
、
新
庄
村
の
和
牛
の
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
第
３
部

優
等
首
席
の
し
ん
さ
く
ら
７
号
と

決
定
し
ま
し
た
。

　出
品
者
の
村
内
畜
産
農
家
の
皆

様
を
は
じ
め
、
関
係
者
及
び
ご
参

観
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　酒
井
）

第
99
回
新
庄
村
畜
産
共
進
会

開
催
（
第
11
回
蒜
山
共
進
会

同
時
開
催)

　８
月
10
日
（
水
）
に
、
戦
争
で

亡
く
な
っ
た
人
の
冥
福
と
永
遠
の

平
和
を
祈
念
す
る
戦
没
者
慰
霊
祭

が
、
普
陀
寺
山
の
忠
魂
碑
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
約
20
人
の
遺
族
会
会
員

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
忠
魂
碑
周

辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
村
長
・
議
長
・
教
育

長
を
来
賓
に
迎
え
慰
霊
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　年
々
慰
霊
祭
に
参
加
さ
れ
る
会

員
の
方
も
高
齢
に
な
っ
て
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
慰
霊
祭
が
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

次
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
機
会

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　藤
井
）

戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催

　８
月
31
日
（
水
）
、
Ｊ
Ａ
ま
に

わ
、
全
農
岡
山
県
本
部
、
岡
山
パ

ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
、
新
庄
村
ヒ
メ
ノ

モ
チ
生
産
組
合
の
皆
さ
ん
が
集
ま

り
、
新
庄
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
販
売
検

討
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　28
年
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
概
算
価

格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　１
等
米

　１
４
，
８
０
０
円

　２
等
米

　１
４
，
２
０
０
円

　３
等
米

　１
３
，
２
０
０
円

　　全
て
前
年
比
５
０
０
円
ア
ッ
プ

の
価
格
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　山
田
）

　堀
義
和
副
村
長
が
、
健
康
上
の

理
由
に
よ
り
８
月
31
日
付
け
で
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
堀
副
村
長
は
、

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
副
村

長
と
し
て
村
政
の
運
営
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

28
年
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の

　
　
　
　価
格
が
決
定

副
村
長
の
退
任



　８
月
20
日（
土
）、
田
浪
キ
ャ
ン

プ
場
及
び
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
「
ゆ

り
か
ご
の
小
径
」
に
お
い
て
、
毎

年
恒
例
の
真
庭
地
域
自
立
支
援
協

議
会
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
部

会
主
催
に
よ
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
村
内
と
真
庭

市
等
よ
り
総
勢
85
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　今
年
も
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、

日
中
は
か
な
り
暑
く
な
り
ま
し
た

が
、
山
か
ら
吹
く
風
は
さ
わ
や
か

で
、
絶
好
の
交
流
会
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

　ま
ず
班
ご
と
に
分
か
れ
、
森
林

ト
レ
ー
ナ
ー
の
方
か
ら
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
「
ゆ
り
か
ご
の
小

径
」
を
散
策
。
道
沿
い
の
草
花
や

｢
森
と
親
し
も
う

 
森
林
セ
ラ
ピ
ー
交
流
会｣

開
催

　10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が

新
し
い
保
険
証
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。
９
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を

国
保
加
入
者
が
お
ら
れ
る
世
帯
へ

送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認

下
さ
い
。

　期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
誤

っ
て
使
用
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
住
民
福

祉
課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国
保
の
加
入
者
（
０
歳
〜
74
歳
ま

で
の
方
が
対
象
で
す
）

・
自
営
業
の
方

・
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な

　ど
を
や
め
た
方

・
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で

　職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　い
な
い
方

・
３
ヶ
月
を
超
え
る
在
留
資
格
が

　決
定
さ
れ
た
方
、
住
民
票
を
お

　持
ち
の
外
国
人

※

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
保
険
証
を
住
民
福
祉
課
ま

で
返
却
し
、
資
格
喪
失
の
届
出
を

行
っ
て
下
さ
い
。

　就
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の
社
会

保
険
に
加
入
し
て
も
、
国
保
の
資

格
が
自
動
的
に
無
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
役
場
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
資
格
が
な
く
な
っ

た
後
、
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て

診
療
を
受
け
た
場
合
、
新
庄
村
国

保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
（
税
）
が
二
重
払

い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　渡
辺
）

国
民
健
康
保
険
に

　加
入
し
て
い
る
皆
様
へ
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声
か
け
て
迎
へ
提
灯
火
を
入
れ
る

湯

浅

芳

郎

　10
月
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接

種
が
始
ま
り
ま
す
。
毎
年
冬
に
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
お

り
ま
す
。
接
種
助
成
を
確
認
い
た

だ
き
、
す
す
ん
で
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

料
金
助
成
に
つ
い
て
』

◎
接
種
時
期

　10
月
〜
平
成
29
年
１
月
末
ま
で

（
ワ
ク
チ
ン
の
不
足
や
な
ど
も
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
な
る
べ
く
今
年

中
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
）

◎
助
成
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
希
望
者

（
一
定
の
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　予
防
接
種
に
つ
い
て

呼
吸
器
、
免
疫
機
能
に
障
害
が
あ

る
者
は
60
歳
以
上
）

２
，
８
７
０
円
助
成
（
自
己
負
担

１
，
３
０
０
円
）

②
１
歳
〜
13
歳
未
満
子
ど
も

　２
回
接
種
で
き
ま
す
。
１
回
に

つ
き
１
，
２
５
５
円
助
成
（
自
己

負
担
２
，
３
０
０
円
／
回
）

◎
接
種
場
所

県
内
の
医
療
機
関
又
は
日
野
病
院

※

13
歳
未
満
子
ど
も
の
助
成
に
つ

き
ま
し
て
は
、
真
庭
市
と
新
庄
村

独
自
の
制
度
の
た
め
、
真
庭
市
内

医
療
機
関
と
日
野
病
院
で
の
接
種

が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
℡
５
６-

２
６
４
６ 

村
内
電
話
３

－

２
６
１
２

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　竹
本
）

冷
た
い
水
に
触
れ
て
み
た
り
、
の

ん
び
り
と
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
揺
ら
れ

た
り
と
、
日
常
の
生
活
で
は
な
か

な
か
経
験
で
き
な
い
森
林
浴
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　そ
の
後
は
み
ん
な
で
竹
パ
ン
作

り
に
挑
戦
。
炭
火
で
自
分
で
焼
い

た
焼
き
た
て
の
竹
パ
ン
に
か
じ
り

つ
き
、
そ
の
お
い
し
さ
に
感
動
し

て
い
ま
し
た
。

　昼
食
で
カ
レ
ー
を
食
べ
た
後
は
、

親
子
で
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
り
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
や
水
鉄
砲
で
遊
ん
だ
り
、

綿
飴
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
食
べ
た

り
と
、
賑
や
か
な
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
豊
か
な
自
然
の
中
で

た
く
さ
ん
の
交
流
も
生
ま
れ
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　高
岡
）
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世
界
地
図
引
っ
張
り
出
し
て
リ
オ
五
輪

金

盛

啓

子

　８
月
14
日（
日
）、
お
盆
恒
例
行

事「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
花
火
・
盆
踊
り

大
会
」を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
予
定
通

り
午
後
７
時
50
分
か
ら
磯
田
花
火

大
会
実
行
委
員
会
長
の
挨
拶
に
引

続
き
、
花
火
が
新
庄
川
河
川
公
園

及
び
深
井
宅
裏
山
採
草
地
の
二
箇

所
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
、
色
鮮
や

か
な
大
輪
の
花
火
が
夏
の
夜
空
を

彩
り
ま
し
た
。
間
近
で
見
上
げ
る

花
火
と
大
音
量
に
見
物
す
る
人
の

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
花
火
大
会
終
了
と
同
時

に
幸
橋
付
近
か
ら
盆
踊
り
保
存
会

の
太
鼓
連
を
先
頭
に
口
説
き
に
合

わ
せ
て
盆
踊
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
小
倉
盆
踊
り
大
会
実
行
委

員
会
長
（
村
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、

東
、て
ん
が
ら
こ
、ま
ん
ま
、
小
大

　今
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
（
登

山
大
会
）
が
８
月
６
日
（
土
）
か

ら
10
日
（
水
）
ま
で
、
真
庭
市
蒜

山
一
帯
及
び
新
庄
村
毛
無
山
一
帯

で
各
都
道
府
県
代
表
の
高
校
生
ら

約
五
百
名
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、

登
山
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

庄
村
コ
ー
ス
は
、
蒜
山
方
面
林
道

を
男
子
・
女
子
チ
ー
ム
が
各
々
ス

タ
ー
ト
、
朝
鍋
鷲
ヶ
山
〜
金
ヶ
谷

山
〜
白
馬
山
〜
毛
無
山
山
頂
を
縦

走
し
、
毛
無
山
山
の
家
登
山
口
を

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」(

登
山
大
会)

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」(

登
山
大
会)

ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
猛
暑

の
中
、
登
山
口
（
ゴ
ー
ル
付
近
）

に
お
い
て
、
多
く
の
村
民
の
方
々

に
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
選
手
・

役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
感
激
し

ま
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　な
お
。
多
く
の
村
民
関
係
者
の

皆
様
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

全
国
か
ら
来
ら
れ
た
多
く
の
高
校

生
ら
に
新
庄
村
の
良
さ
を
周
知
で

き
た
意
義
あ
る
大
会
が
出
来
た
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　坂
本
）

メ
ル
ヘ
ン
の
里

　
　花
火
・
盆
踊
り
大
会

寺
、
は
や
び
ぜ
ん
と
伝
統
の
踊
り

に
初
め
て
踊
り
に
参
加
さ
れ
る
方
、

懐
か
し
い
踊
り
に
参
加
さ
れ
る
方
、

帰
省
さ
れ
て
踊
り
に
参
加
さ
れ
る

方
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

踊
り
の
輪
が
自
然
に
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
大
会
前
に
募
集

し
た
グ
ル
ー
プ
参
加
に
は
６
団
体

か
ら
応
募
が
あ
り
、
盆
踊
り
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来

年
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
参
加
賞
で
あ
る
木
製
う
ち

わ
（
ま
ん
ま
）
を
手
に
踊
っ
て
く

だ
さ
る
方
も
多
く
、
爽
や
か
な
風

に
夏
の
涼
を
感
じ
て
頂
け
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　な
お
、
当
日
ご
理
解
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
関
係
町
地
区
及
び
盆
踊

り
保
存
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
関

係
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　（
公
民
館

　坂
本)
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　ご
飯
を
炊
く
た
め
に
使
う
炊
飯

器
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
も
っ

た
い
な
い
！
炊
飯
器
を
使
っ
て
料

理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回

は
簡
単
な
３
つ
の
料
理
を
紹
介
し

ま
す
。

●
１
人
ご
飯
に
オ
ス
ス
メ

「
チ
キ
ン
と
野
菜
の
プ
レ
ー
ト
」

・
米

　
　
　
　
　
　・
・
・
１
合

・
鶏
も
も
肉

　・
・
・
１
５
０
ｇ

・
じ
ゃ
が
い
も

　
　・
・
・
１
個

・
に
ん
じ
ん

　・
・
・
１
／
２
本

・
だ
し
こ
ん
ぶ

　
　・
・
・
５
㎝

（
市
販
の
コ
ン
ソ
メ
や
顆
粒
だ
し

　で
も
代
用
可
能
）

・
塩
、
こ
し
ょ
う

　・
・
・
適
量

①
に
ん
じ
ん
と
じ
ゃ
が
い
も
を
し

　っ
か
り
洗
う
。
に
ん
じ
ん
は
太

　め
の
輪
切
り
に
す
る
。

②
鶏
肉
に
塩
を
ふ
り
、
し
ば
ら
く

　お
く
。
汗
を
か
い
た
よ
う
に
な

　っ
た
ら
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

　で
水
気
を
し
っ
か
り
拭
き
取
る
。

③
内
釜
に
米
を
入
れ
、
１
合
分
の

　水
を
加
え
る
。
だ
し
昆
布
を
加

　え
、
①
②
を
の
せ
て
ス
イ
ッ
チ

　オ
ン
！

④
炊
き
終
わ
っ
た
ら
、
鶏
肉
を
取

　り
出
し
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ

　に
切
る
。

⑤
お
皿
に
盛
り
、
お
好
み
で
塩
、

　こ
し
ょ
う
を
ふ
っ
て
完
成
。

●
お
か
ず
を
プ
ラ
ス
１
品

「
か
ぼ
ち
ゃ
の
そ
ぼ
ろ
煮
」

・
か
ぼ
ち
ゃ

　・
・
・
４
０
０
ｇ

・
鶏
ひ
き
肉

　・
・
・
４
０
０
ｇ

（
Ａ
）

・
酒
、
し
ょ
う
ゆ･･･

小
さ
じ
１

・
砂
糖
、
し
ょ
う
が
汁

　
　
　
　・
・
・
小
さ
じ
１
／
２

（
Ｂ
）

・
だ
し

　
　
　・
・
・
２
５
０
㎖

・
酒

　
　
　
　・
・
・
大
さ
じ
２

・
砂
糖
、
し
ょ
う
ゆ

　
　
　
　
　
　・
・
・
大
さ
じ
１

・
塩

　
　
　
　
　
　・
・
・
少
々

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
種
と
わ
た
を
と
り
、

　大
き
め
の
１
口
大
に
切
る
。

②
ボ
ー
ル
に
ひ
き
肉
と
Ａ
の
調
味

　料
を
入
れ
て
、
下
味
を
付
け
る
。

　こ
こ
で
、
粘
り
を
出
さ
な
い
よ

　う
に
注
意
！

③
内
釜
に
Ｂ
と
②
の
ひ
き
肉
を
加

　え
て
、
ひ
き
肉
が
ば
ら
ば
ら
に

　な
る
よ
う
に
箸
で
ほ
ぐ
す
。
①

　の
か
ぼ
ち
ゃ
を
入
れ
て
、
ア
ク

　と
り
シ
ー
ト
を
の
せ
、
50
分
炊

　飯
す
る
。

お
元
気
で
す
か
？

「
炊
飯
器
を
使
お
う
」

「
炊
飯
器
を
使
お
う
」

「
炊
飯
器
を
使
お
う
」

●
素
材
の
甘
み
が
た
っ
ぷ
り

｢

り
ん
ご
と
さ
つ
ま
い
も
の
甘
煮｣

・
り
ん
ご

　
　
　
　・
・
・
１
個

・
さ
つ
ま
い
も

　
　・
・
・
１
本

・
レ
ー
ズ
ン

　
　
　・
・
・
60
ｇ

・
果
実
酢

　
　・
・
・
大
さ
じ
４

・
水

　
　
　
　
　
　・
・
・
50
㏄

①
さ
つ
ま
い
も
は
皮
を
む
い
て
２

　㎝
角
に
切
り
、
水
に
さ
ら
し
て

　ア
ク
を
抜
く
。
り
ん
ご
は
皮
付

　き
の
ま
ま
、
２
㎝
角
に
切
る
。

②
内
釜
に
、
①
、
レ
ー
ズ
ン
、
果

　実
酢
、
分
量
の
水
を
入
れ
て
、

　ス
イ
ッ
チ
オ
ン
！

　炊
飯
器
は
他
に
も
色
々
な
料
理

に
使
え
ま
す
。
下
処
理
を
し
た
食

材
を
入
れ
て
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
！
そ

の
後
は
炊
飯
器
に
お
任
せ
。
焦
げ

付
き
な
ど
を
気
に
し
な
く
て
良
い

の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
ゆ

っ
く
り
と
火
が
通
る
た
め
、
野
菜

は
中
ま
で
し
っ
か
り
火
が
通
り
、

甘
み
も
増
し
ま
す
。
是
非
１
度
、

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　大
塚
）

お
地
蔵
に
陰
の
お
供
え
百
日
紅

田

中

寛

一

　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
庄
村‐

ア

ム
ダ
マ
リ
ノ
農
場
か
ら
便
り
が
届

き
ま
し
た
。

　マ
リ
ノ
村
で
は
昨
年
農
場
で
生

産
し
た
有
機
米
が
好
評
で
高
値
で

販
売
出
来
た
こ
と
を
受
け
、
新
た

に
６
軒
の
農
家
が
今
年
か
ら
有
機

栽
培
米
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　今
年
２
月
の
雨
季
の
最
中
に
植

え
た
稲
は
、
８
月
に
収
穫
の
季
節

を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
な
ら
乾
季

で
暑
さ
の
厳
し
い
マ
リ
ノ
村
で
す

が
今
年
は
乾
季
の
最
中
に
雨
が
降

り
続
き
、
農
家
も
雨
の
中
で
収
穫

す
る
こ
と
が
多
い
様
子
で
し
た
。

栽
培
収
量
ア
ッ
プ 

１
反
当
た
り

　
　
　
　４
５
３
キ
ロ
の
圃
場
も

　そ
ん
な
中
イ
カ
ワ
テ
ィ
さ
ん
と

ス
タ
ッ
フ
の
ジ
ャ
マ
ル
さ
ん
は
コ

ツ
コ
ツ
と
稲
の
生
育
記
録
の
デ
ー

タ
収
集
を
し
て
い
ま
す
。
１
㎡
当

た
り
の
穂
の
数
を
数
え
た
り
、
脱

穀
し
た
籾
を
乾
燥
さ
せ
、
塩
水
に

つ
け
て
ゴ
ミ
を
取
り
除
き
、
ま
た

乾
燥
し
て
重
量
を
量
っ
た
り
と
、

一
つ
一
つ
の
作
業
を
丁
寧
に
こ
な

し
た
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
の
収
穫
重
は
10
ア
ー
ル
当
た

り
４
５
３
㎏
（
７
俵
半
）
あ
り
、

日
本
と
同
じ
く
ら
い
の
量
の
お
米

が
収
穫
で
き
る
圃
場
も
あ
り
ま
し

た
。(
今
か
ら
３
年
前
は
平
均
１
８

ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携
活
動
推
進
協
議
会
便
り

ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携
活
動
推
進
協
議
会
便
り

０
㎏
程
度
の
収
穫
量
で
し
た
。)

有
機
栽
培
米
の
現
地
販
売

　有
機
米
販
売
ま
で
の
大
き
な
作

業
と
し
て
、
刈
入
れ
後
の
稲
穂
を

天
日
で
乾
燥
し
ま
す
。
こ
の
作
業

を
確
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
お
米
の

粒
が
割
れ
て
見
た
目
も
味
も
悪
く

な
り
ま
す
。
付
加
価
値
の
高
い
有

機
米
と
は
言
え
味
が
よ
く
、
見
た

目
も
良
く
、
品
質
が
一
定
で
な
け

れ
ば
商
品
力
が
伴
い
ま
せ
ん
。
今

年
は
多
数
の
農
家
か
ら
収
穫
が
あ

り
ま
す
が
、
水
田
の
場
所
や
有
機

栽
培
経
験
の
年
数
が
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
農
家
ご
と
の
米
の
品
質

が
一
定
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
な

い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
有

機
米
を
作
っ
て
い
る
農
家
全
員
で

集
ま
り
コ
メ
を
実
際
に
炊
い
て
味

を
評
価
し
、
互
い
の
米
の
品
質
を

確
か
め
た
上
で
価
格
を
設
定
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
商
品
化
に
向
け

て
包
装
材
や
ラ
ベ
ル
の
注
文
も
行

い
ま
し
た
。
昨
年
の
問
題
と
し
て

コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
の
発
生
が
あ
り
ま

し
た
。
対
策
と
し
て
今
回
真
空
パ

ッ
ク
機
を
導
入
し
た
の
で
今
年
は

害
虫
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来

る
は
ず
で
す
。

　新
庄
村
発
の
国
際
農
業
貢
献
は

い
よ
い
よ
実
を
結
び
始
め
ま
し
た
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　山
田
）
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ひ
と
り
居
の
影
お
ぼ
ろ
な
り
夏
の
夕

宇

田

弘

道

工事等入札結果
入 札 日

平成28年8月19日

平成28年9月１日

㈱ ウ エ ス コ

㈲ 福 田 工 業 所

9,500千円 (10,260,000)

1,620千円 (  1,749,600)

平成28年10月14日

平成28年11月30日

新庄簡易水道拡張事業実施設計業務

小 規 模 土 地 改 良 工 事

事　　業　　名 業 者 名 落札価格（契約金額） 工 期

婚
姻
届

　末
永
く
お
幸
せ
に

＊
山
本

　悠
佑
（
津
山
市
）

　石
山

　妙
子

＊
山
本

　頼
和

　間

　
　千
里
（
鳥
取
県
湯
梨
浜
町
）

死
亡
届

　お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
28
年
７
月
31
日

　坂
本

　久
子
（
満
97
歳
）

＊
平
成
28
年
８
月
20
日

　清
水

　親
枝
（
満
99
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　10
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時　10

月
13
日(

木)

10
時
〜
15
時
半

　10
月
27
日(

木)

10
時
〜
15
時
半

年  

金  

相  

談

場

　所
　真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

津
山
事
務
所

　お
客
様
相
談
室

℡
０
８
６
８-

３
１-

２
３
６
５  

　年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
）

《
戸
籍
の
動
き
》

平
成
28
年
８
月
受
付
分

お

ら
知

せ

区 分
村 　 内

7月期

件 数

死 者

重 傷

軽 傷

0

0

0

0

2件

0人

0人

2人

6

0

1

6

57件

4人

7人

■
『
里
親
』
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
家
族
と
一
緒
に
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を

家
庭
に
迎
え
て
育
て
て
く
だ
さ
る

方
の
こ
と
で
す
。

■
『
里
親
制
度
』
と
は
児
童
福
祉

法
に
基
づ
き
、
公
的
な
役
割
と
し

て
子
ど
も
の
健
や
か
な

　育
ち
を

支
援
す
る
制
度
で
す
。
児
童
養
護

施
設
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど

も
に
安
定
し
た
子
ど
も
時
代
を
提

供
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

■
子
ど
も
が
好
き
な
方
、
子
育
て

が
一
段
落
つ
い
た
方
、
子
育
て
経

験
を
生
か
し
た
い
方
な
ど
、
里
親

制
度
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

岡
山
県
津
山
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　子
ど
も
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
８
６
８

－

23

－

５
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
８
６
８

－

23

－

５
１
３
２

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　10
月
23
日
（
日
）
は
、
岡
山
県
知
事
選
挙
の
投
票

日
で
す
。
み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で

す
。
投
票
所
は
新
庄
村
公
民
館
で
す
。

　ま
た
投
票
日
当
日
に
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票

の
投
票
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
、
期
間
は
10
月
７
日(

金)

か
ら
10
月
22
日(

土
）
ま

で
で
す
。
期
日
前
投
票
所
は
役
場
１
階
で
す
。

　詳
し
く
は
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
尋
ね
下

さ
い
。

未
来
へ
届
け
、
私
の
一
票

74人

本年の累計 7月期 本年の累計

真庭市内

事

故

7月期の交通事故・違反者発生状況

（総務企画課　法花）

　国

　
　保

　
　税
（
４
期
）

　介

護

保

険

料
（
４
期
）

　後
期
高
齢
者
保
険
料
（
３
期
）

　
　納
期
限

　９
月
30
日
（
金
）

９
月
の
納
税

　平成13年4月1日から土砂災害防止法※が施行され、『土砂災
害から国民の生命・身体を守るため、災害のおそれのある区域
について危険の周知、警戒避難体制の整備、住宅等の新規立地
の抑制、既存住宅の移転促進等』の対策を推進するものとなり
ました。
　調査結果により、土砂災害発生時の強さに応じて「土砂災害
警戒区域」と「土砂災害特別警戒区域」が指定されますが、
「土砂災害警戒区域」に関する調査は既に終えており、本年度
は、「土砂災害特別警戒区域」に関する調査を、新庄村全域に
おいて行います。調査は本年度末までの予定です。
　今回行う調査は岡山県から委託業務を受注した民間の調査員
が実施しますが、調査に伴い民地への立ち入りも発生しますの
で、ご協力の方、よろしくお願いいたします。
※土砂災害防止法･･･「土砂災害警戒区域等における土砂災害
防止対策の推進に関する法律」
　　　　　　　　　　岡山県美作県民局真庭地域事務所工務課
　　　　　　　　　　　新庄村役場産業建設課

土砂災害のおそれのある箇所の調査を行います!!
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社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
活
動

ご
寄
付

ご
寄
付

ご
寄
付

　
　
　８
月
１
日
〜
８
月
31
日

　新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
香
典
返
し

　坂
本
吉
男
様

　清
水
正
敏
様

　厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

　秋
も
深
ま
り
、
過
ご
し
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
秋
の
味
覚

も
楽
し
み
で
す
ね
。

　ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
こ
の
機

会
に
適
度
な
運
動
を
習
慣
づ
け
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　８
月
の
活
動
状
況

２
日

　真
庭
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　打
合
会
（
真
庭
市
３
名
）

12
日

　第
２
回
役
員
会
（
８
名
）

22
日

　美
作
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
連

　
　
　合
会
会
長
・
事
務
局
合
同

　
　
　会
議

　
　
　（
奈
義
町
）

23
日

　村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　
　
　ル
フ
大
会
（
26
名
）

25
日

　高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

　
　
　修
会
（
津
山
市
／
４
名
）

　初
秋
の
爽
や
か
な
天
気
が
続
く

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
は
夏
ら
し
さ
を
感
じ
る
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　一
つ
は
た
ま
ね
ぎ
、
あ
か
そ
、

り
ん
ど
う
を
使
っ
た
染
め
物
活
動
。

新
庄
村
の
天
然
染
料
か
ら
色
を
取

り
、
綿
生
地
に
染
め
て
い
き
ま
し

た
。
以
前
染
め
物
の
仕
事
を
さ
れ

た
こ
と
の
あ
る
利
用
者
様
も
「
昔

は
こ
う
い
う
の
を
し
ょ
う
た…

」

な
ど
、
以
前
の
経
験
を
思
い
出
す

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
初
め
て
体
験
し
た
利
用

者
様
は
「
野
菜
や
花
か
ら
色
が
出

る
ん
じ
ゃ
な
ぁ
」
と
驚
き
の
コ
メ

ン
ト
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ス
タ

ッ
フ
も
内
心
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
し
た
が
、
上
手
く
染
ま
り
利
用

者
様
と
と
も
に
喜
び
ま
し
た
。

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　村
内
無
料
電
話

　
　
　
　
　
　３―

３
１
０
６

　ま
た
、
流
し
そ
う
め
ん
を
２
年

ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

の
流
し
そ
う
め
ん
と
な
り
、
大
葉

の
薬
味
を
お
好
み
で
加
え
、
晩
夏

の
風
を
浴
び
な
が
ら
、
お
い
し
く

食
べ
ま
し
た
。
流
れ
行
く
そ
う
め

ん
や
ト
マ
ト
を
箸
で
熱
心
に
す
く

う
方
も
お
ら
れ
、
皆
さ
ん
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
季
節
感
の
あ
る
活
動
の
中
で
、

皆
さ
ん
の
元
気
を
引
き
出
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

30
日

　緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

(

花
壇
草
取
り
／
女
性
部
７
名)

30
日

　ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　

(

芋
畑
草
取
り
／
女
性
部
７
名)

第
２
回
役
員
会

　今
年
度
２
回
目
の
役
員
会
を
８

月
12
日
に
開
催
し
、
今
後
の
事
業

予
定
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

　高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　８
月
25
日
、
津
山
市
総
合
福
祉

会
館
で
行
わ
れ
た
こ
の
研
修
会
に

は
、
４
名
の
役
員
が
参
加
し
ま
し

た
。　講

義
で
は
、
岡
山
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
岡
山
会
会
長

　

大
山
健
蔵
氏
に
よ
る
「
『
老
い
て

は
益
々
壮
ん
な
る
べ
し
』
〜
豊
か

な
人
生
経
験
を
、
よ
り
豊
か
な
社

会
創
り
に
役
立
て
よ
う
」
と
題
し

た
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
が
全
国
的

に
減
少
す
る
中
、
一
人
で
も
多
く

ク
ラ
ブ
員
と
し
て
加
入
し
て
も
ら

う
た
め
、
県
下
各
単
位
ク
ラ
ブ
で

も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
『
若
手
会
員
の

加
入
促
進
に
つ
い
て
』
を
議
題
と

し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
、

美
作
圏
域
内
各
ク
ラ
ブ
間
で
の
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

18
日

　奉
仕
作
業

21
日

　中
学
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

28
日

　保
育
園
児
と
の
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　（
芋
掘
り
）

　
　
　花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　

(

草
取
り
・
花
苗
植
）

　10
月
の
活
動
予
定



再生紙を使用しています

２学期もがんばろう！

【日時】10月20日（木）～11月21日（月）午前９時～午後５時

【場所】咲蔵家．及び新庄村公民館

【内容】

　新庄村の50年前の写真と現在の写真並びに近未来の写真(絵画)を作成し、おかやま県民文化祭真庭文

化生き活きフェスティバルに展示します　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　坂本）

小学校だより
地域貢献活動～ふるさと新庄のために～

中学校だより

　８月29日に

第２学期の始

業式が行われ、

子どもたちの

元気な声が学

校に戻ってき

ました。

　夏休み期間中、保護者の皆様には、プール開

放の当番や環境整備作業など、子どもたちのた

めにご協力いただき、ありがとうございました。

おかげさまでたくさんの子どもたちがプールを

楽しむことができ、また、気持ちの良い学習環

境で新学期をスタートすることができました。

　始業式では、校長から、

・自分でどれだけできたか分かる目標を持とう

という話がありました。何を、いつまでに、どれ

だけすればよいかがはっきりすると、意識も継

続し、目標達成の喜びを感じることもできます。

　２学期は、運動会や陸上練習・学習発表会な

ど、大きな行事もあります。また、授業でも多

くのことを学びます。自分の目標に向かって各

自が頑張り、たくましく成長する学期になって

ほしいと思います。地域の方々には、いろいろ

とお世話になりますが、よろしくお願いいたし

ます。

　　　　　　　　　　（新庄小学校　畦崎）

　夏休み中の登校日の8月24日（水）と25日

（木）の2日間、かねてから総合的な学習の時間

「ふるさと新庄学」で準備を進めていた「地域貢

献活動」を、サービス･ラーニングという手法を用

いて実施しました。

　これは、今まで習得してきた学習（ラーニン

グ）を活用して校外で貢献活動（サービス）をす

るもので、課題解決の方法を考えたり、地域社会と

連携して活動することにより、そこから学び取っ

たことを再び学校での学習（ラーニング）につなげ

ていく、より実践的な学習方法です。

　活動は縦割り6班（各4人ずつ）に分かれて行い、

班ごとに考えた村の課題を解決していくために、

園児や小学生との交流、高齢者との交流、地区の

方との交流、観光客向けの地域紹介のパンフレッ

ト作り、村のＰＲ動画作り、新庄を紹介するパラ

パラ動画やポスター作りなど、さまざまな活動を

しました。

　終了後、自分たちの班の活動や、自分自身の取

り組みについての振り返りをしたところ、冷静に

分析できており、活動により考えが深まった様子

がうかがえました。

　今後は、班ごとに

まとめを進め、11月

12日（土）の学習発

表会で活動の発表を

します。

(新庄中学校　穐山)
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新庄村の50年前と近未来写真(絵画)展新庄村の50年前と近未来写真(絵画)展


